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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント：

 

本課題は光と電子が密接に結合する多体系において原子スケールから記述した第一原理計算に基づ

くプログラム SALMON の開発・公開し、先端の光科学技術の発展に寄与する国際標準ソフトウェアと認

知を得ることを目標とした意欲的なプロジェクトである。 

原子層物質に特徴的な非線形光応答の解明や、超短パルスレーザーと物質の相互作用における原子運

動効果の解明などの高い学術的成果を上げる一方、SALMONの公開セミナーを積極的に開催するなど研究

チームとして地道な努力を続けた。その結果、SALMONのウェブサイトのページビューやダウンロード数

は着実に伸び、SALMON開発者以外の海外含めたユーザ利用による論文も出版されるなど、先端のナノ光

学や超高速現象の解明に有用なソフトウェアとして国際的に高く認知されつつあると判断できる。特許

出願件数は少ないものの、ソフトウェア自体の著作権を確保するなどの取り組みは妥当である。 

最先端ソフトウェアとしての地位を維持するためには、新たな機能追加とメンテナンスが必要になる

が、そのための若手研究者育成も充分成されており今後の展開を期待したい。 

 

 

 

 

 

  

A+ 非常に優れている 


